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出雲弥生の森博物館だより
IZUMO　YAYOINOMORI　MUSEUM

季 刊
弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 46 号
（2022 年 7 月）

よすみちゃん

第46号

「
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
副
葬
品
」

★
夏
季
企
画
展

　

昨
年
の
冬
季
企
画
展
で
は
、「
弥
生

墳
丘
墓
に
供
え
ら
れ
た
食
器
」
と
題
し

て
、
墓
上
か
ら
出
土
し
た
土
器
を
展
示

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
土
器
以
外
の
弥

生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
後
期
に
か

け
て
の
副
葬
品
を
取
り
上
げ
ま
す
。
副

葬
品
は
、
時
代
や
被
葬
者
の
権
力
の
違

い
に
よ
り
材
質
や
量
・
種
類
が
変
化
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
出
土
の
様
子
を
紹
介

し
、当
時
の
人
た
ち
の
祈
り
に
迫
り
ま
す
。

１
弥
生
時
代
の
副
葬
品

　

前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
石
製
の

玉
類
や
石せ

き
ぞ
く鏃

な
ど
が
棺
の
中
か
ら
出
土

し
ま
す
。
後
期
に
な
る
と
、
ガ
ラ
ス
や

金
属
な
ど
大
陸
由
来
の
新
た
な
素
材
の

副
葬
品
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
江
津
市

波な
ら
は
ま

来
浜
B
区
１
・
２
号
墓
で
銅ど

う
ぞ
く鏃

や
鉄て

つ

鏃ぞ
く

、
出
雲
市
西
谷
３
号
墓
で
は
、
石
や

ガ
ラ
ス
の
玉
類
、
鉄
剣
な
ど
が
副
葬
さ

れ
て
い
ま
す
。
副
葬
品
は
、
遺
体
の
そ

ば
の
棺
内
に
置
か
れ
た
も
の
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
邑

お
う
な
ん
ち
ょ
う

南
町
順じ

ゅ
う
な
ん
ば
ら

庵
原
１
号
墓

で
は
、
棺
の
蓋
を
し
た
後
、
棺
外
に
ガ

ラ
ス
玉
を
撒
い
て
い
ま
す
。
棺
外
か
ら

出
土
す
る
玉
類
は
、
遺
体
に
装
着
さ
れ

た
装
身
具
で
は
な
く
、
呪
具
と
し
て
配

置
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

７
月
23
日（
土
）～
10
月
17
日（
月
）

奥才古墳群の「折り曲げ鉄器」
（鹿島歴史民俗資料館蔵）

２
古
墳
時
代
の
副
葬
品

　

前
期
に
は
玉
類
や
武
器
に
加
え
、
青

銅
鏡
や
鉄
製
武
具（
短
甲
）、
鉄
製
農
工

具（
刀
子
・
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
・
鉄
斧
・
鎌
）

な
ど
が
加
わ
り
ま
す
。
雲
南
市
斐ひ

い
な
か

伊
中

山や
ま

１
号
墳
か
ら
は
細
文
式
鳥
文
鏡
、
松

江
市
釜
代
１
号
墳
か
ら
は
内
行
花
文
鏡

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
邑
南
町
中
山
B

１
号
墳
か
ら
は
、
県
内
で
は
数
少
な
い

鎧（
短
甲
）が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
短

甲
は
、
石
棺
外
の
狭
い
副
室
か
ら
出
土

し
て
お
り
、
遺
体
に
装
着
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
玉
類
と
同
じ
く
呪
具
と
し
て
機

能
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

中
期
の
松
江
市
金き

ん
ざ
き崎

１
号
墳
で
は
、

石
室
内
か
ら
須
恵
器（
高
杯
や
ハ
ソ
ウ

な
ど
）が
出
土
し
ま
す
。
古
墳
時
代
前

期
ま
で
は
墓
上
に
飲
食
物
を
供
え
て
い

ま
し
た
が
、
よ
り
遺
体
の
そ
ば
に
飲
食

物
を
供
え
、
死
者
の
鎮
魂
を
祈
っ
た
と

推
測
し
ま
す
。

　

後
期
に
は
出
雲
市
上
塩
冶
築
山
古
墳

や
国
富
中
村
古
墳
の
よ
う
に
、
金
銀
で

飾
ら
れ
た
大
刀
や
馬
具
な
ど
が
目
立
ち

ま
す
。
雲
南
市
平ひ

ら
が
さ
こ

ヶ
廻
横
穴
墓
の
刀
子

は
、
全
体
が
金
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
よ
み
が
え
る
な
！

　

国
富
中
村
古
墳
の
馬
具
は
、
バ
ラ
バ

ラ
に
壊
さ
れ
、
石
室
内
に
撒
か
れ
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
石
棺
の
蓋
も
壊
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
壊
す
こ
と
で
、
そ
れ
ら

の
機
能
を
停
止
さ
せ
、
死
者
の
再
生
阻

止
を
祈
っ
た
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

　

弥
生
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
、
故

意
に
曲
げ
ら
れ
た
鉄
製
の
剣
や
刀
、
鉄

鏃
、
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
が
棺
の
内
外
で
出
土

し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
「
折
り
曲
げ
鉄

器
」
と
呼
ば
れ
、
出
雲
市
西
谷
16
号
墳

や
松
江
市
奥お

く
さ
い才

古
墳
群
な
ど
に
例
が
あ

り
ま
す
。
副
葬
時
に
折
り
曲
げ
る
こ
と

で
、
本
来
の
機
能
を
停
止
さ
せ
、
呪
具

と
し
て
の
意
味
を
強
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
他
、
遺
体
を
安
置
す
る
前
や
、

埋
葬
後
の
墳
丘
上
か
ら
も
副
葬
品
が
出

土
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
存
在
に
よ
り
、

墓
で
は
繰
り
返
し
呪
具
を
使
っ
た
儀
礼

が
執
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

副
葬
品
は
、
呪
具
と
し
て
の
機
能
も

持
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た

祈
り
は
、「
よ
み
が
え
る
な
！
」
で
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。　
　
　
（
坂
本 

豊
治
）
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第46号

「
い
つ
ま
で
も
戦
後
で
あ
り
た
い
２
０
２
２

旧
大
社
基
地
の
調
査
速
報
」

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

★
シ
ョ
ッ
プ
に
新
商
品
が

　
　
　
　
　
　
　

登
場
し
ま
し
た
！

南西から見た旧大社基地の主滑走路跡
（2021 年 12 月 撮影）

番内面（鬼
き じ ん

人面）

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て

か
ら
今
年
で
77
年
目
を
迎
え
ま
す
。
出

雲
市
内
に
は
こ
の
大
戦
中
に
使
用
さ
れ

た
軍
事
関
連
の
施
設
跡
や
物
品
、
当
時

の
社
会
情
勢
を
物
語
る
痕
跡
や
資
料
な

ど
が
、今
で
も
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
斐
川
町
に
あ
る
旧
海
軍
大
社
基

地
は
、
島
根
県
内
で
屈
指
の
規
模
の
軍

事
施
設
跡
で
す
。

　

１
９
４
５（
昭
和
20
）年
、
当
時
の

海
軍
は
、
戦
況
悪
化
に
よ
る
本
土
決
戦

に
備
え
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
破
壊
さ
れ
た

主
要
な
航
空
基
地
に
替
わ
る
飛
行
場
と

し
て
、
大
社
基
地
を
建
設
し
ま
し
た
。

建
設
作
業
は
３
月
か
ら
６
月
に
わ
た
る

３
か
月
余
り
で
行
わ
れ
、多
い
日
に
は
、

地
元
住
民
や
学
童
も
含
む
６
０
０
０
人

以
上
の
人
が
携
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
敷
き
の
主

滑
走
路（
１
５
０
０
ｍ
×
60
ｍ
）の
ほ

か
、
爆
撃
機
「
銀
河
」
を
隠
す
た
め
の

掩え
ん
た
い体

、
掩
体
と
滑
走
路
を
つ
な
ぐ
誘
導

路
、
魚
雷
や
爆
弾
を
格
納
す
る
物
資
保

管
壕ご

う

な
ど
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
戦
後
の
開
発
に

よ
っ
て
姿
を
消
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、
４
月
か
ら
新
商
品
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
当
館
館
長
の
お
す
す

め
が
「
古
墳
ハ
ン
カ
チ
」
で
す
。
ま
た
、

ハ
ニ
ワ
や
古
墳
の
形
を
し
た
ク
リ
ッ

プ
、
古
墳
ス
イ
ー
ツ
シ
ー
ル
な
ど
と

い
っ
た
か
わ
い
い
商
品
も
あ
り
ま
す
。

　

書
籍
で
は
、『
研
究
紀
要
第
10
集
』、

『
古
墳
時
代　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
な
ど

を
新
し
く
並
べ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
雲
市
内
外
の
神
楽
団
体
に

番
内
面
や
神
楽
面
を
提
供
さ
れ
て
い
る

杉
谷
工
房
様
の
商
品
の
取
扱
い
を
始
め

ま
し
た
。

　

ご
来
館
の
際
は
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
！

７
月
６
日（
水
）～
10
月
31
日（
月
）

が
、
現
存
し
て
い
る
も
の
や
そ
の
痕
跡

を
残
す
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

出
雲
市
は
昨
年
12
月
、
こ
の
旧
大
社

基
地
の
中
心
施
設
で
あ
っ
た
主
滑
走
路

跡
の
記
録
を
取
る
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
旧
大
社
基
地
の
調
査
や
研
究
は
、

こ
れ
ま
で
郷
土
史
家
な
ど
に
よ
っ
て
史

料
や
証
言
を
基
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
の
調
査
は
、
施
設
跡

を
対
象
に
し
た
初
め
て
の
広
範
囲
に
及

ぶ
実
地
調
査
で
す
。

　

こ
の
調
査
の
主
な
内
容
と
成
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

主
な
調
査
内
容

・
現
地
測
量

・
空
中
撮
影
に
よ
る
三
次
元
測
量

・
断
面
構
造
確
認
の
た
め
の
掘
削

主
な
調
査
成
果

①
滑
走
路
の
西
端
か
ら
東
へ
６
０
０
ｍ

の
間
で
は
、
西
端
が
東
よ
り
１
ｍ

余
り
高
い
。

②
滑
走
路
は
中
心
軸
が
高
く
両
側
が

20
㎝
前
後
低
い
。

③
滑
走
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
は

10
㎝
程
度
で
鉄
筋
は
な
い
。
そ
の

下
に
は
５
㎝
ほ
ど
の
赤
土
が
敷
か

れ
、
さ
ら
に
下
は
川
砂
が
堆
積
し

て
い
る
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
自
然
地
形
を
反
映

し
た
も
の
か
、
意
図
的
な
も
の
か
を
今

後
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
②
に

つ
い
て
は
、
滑
走
路
中
央
に
水
が
溜
ま

ら
な
い
た
め
の
構
造
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
③
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
」、「
コ
ン

ク
リ
ー
の
下
に
砕
石
が
敷
か
れ
た
」
な

ど
の
証
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
実
際
の
状
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
の
ほ
か
、
今
後
の
平

和
学
習
な
ど
に
活
か
す
た
め
、
ド
ロ
ー

ン
撮
影
や
３
６
０
度
パ
ノ
ラ
マ
撮
影
な

ど
も
行
い
ま
し
た
。今
回
の
展
示
で
は
、

調
査
の
成
果
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
撮
影

画
像
も
パ
ネ
ル
展
示
い
た
し
ま
す
。

（
三
原 

一
将
）
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第46号

「
源
代
遺
跡
の
発
掘
調
査

　

―『
風
土
記
』に
記
さ
れ
た
川
の
跡
―
」

「
子
ど
も
た
ち
の
学
び
」

★
速
報
展

★
古
文
書
の
森
を
ゆ
く
⑪

　

源げ
ん
だ
い代

遺
跡
は
出
雲
市
国
富
町
と
西
郷

町
に
ま
た
が
る
遺
跡
で
す
。
今
回
の
速

報
展
で
は
平
田
４
地
区
統
合
小
学
校
建

設
予
定
地
で
２
０
２
０（
令
和
２
）年
に

実
施
し
た
発
掘
調
査
の
成
果
を
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
発
掘
調
査
地
点（
源
代
遺
跡

第
２
地
点
）で
は
、
河
川
の
跡
か
ら
弥

生
時
代
～
平
安
時
代
の
遺
物
が
多
く
出

土
し
ま
し
た
。
奈
良
時
代
に
編
纂
さ
れ

た『
出い

ず
も
の
く
に
ふ
ど
き

雲
国
風
土
記
』（
７
３
３
年
編
纂
）

に
よ
る
と
、
調
査
地
点
付
近
は
当
時
の

行
政
区
画
で
あ
る
楯た

て
ぬ
い縫

郡
沼ぬ

た田
郷
と
出

雲
郡
美み

だ
み談

郷
の
境
界
付
近
に
あ
た
り
ま

す
。
そ
の
境
界
に
は
「
宇う

か
が
わ

加
川
」
と
呼

ば
れ
た
川
が
流
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
調

査
で
発
見
し
た
河
川
跡
は
こ
の
宇
加
川

で
あ
る
と
考
え
て
良
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
遺
物
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ

る
の
が
古
代
の
墨ぼ

く
し
ょ書

土
器
で
す
。
出
土

し
た
土
器
の
表
面
を
よ
く
観
察
す
る

と
、
墨
書
き
さ
れ
た
文
字
の
存
在
が
確

認
で
き
ま
す
。
写
真
右
側
の
土
器
に
は

「
夲
」
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
は
「
奉
」
の
略
字
と
し
て
使
用
さ

れ
た
よ
う
で
す
。
宗
教
的
な
儀
礼
に
用

　

近
代
教
育
に
よ
る
学
校
が
で
き
る

前
、
江
戸
時
代
は
藩
校
・
私
塾
・
寺
子

屋
の
３
つ
が
学
び
の
拠
点
で
し
た
。
そ

の
な
か
で
も
多
く
の
庶
民
が
通
っ
た
場

所
が
、「
読
み
・
書
き
・
算そ

ろ
ば
ん盤

」
を
教
え

た
寺
子
屋
で
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
か
ら
１
８
７
１（
明

治
４
）年
に
か
け
て
、
出
雲
市
内
に
は

１
６
０
軒
の
寺
子
屋
が
あ
り
ま
し
た

（『
日
本
教
育
史
資
料
』）。
運
営
主
は
、

農
民
や
町
人
、
神
官
、
僧
侶
、
医
者
な

ど
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
職
業
柄
、
古

典
籍
の
知
識
を
持
つ
人
や
字
を
書
く
仕

事
に
就
く
人
が
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
学
び
の
場
を
設
け
た
と
み
ら

れ
ま
す
。
男
女
共
学
の
寺
子
屋
も
、
平

田
・
大
津
・
今
市
な
ど
の
町
部
に
あ
り

ま
し
た
。

好
評
開
催
中
～
９
月
26
日（
月
）

い
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
写
真
左
側

の
土
器
の
文
字
は
消
え
か
か
っ
て
い
ま

す
が
、
楯
縫
郡
の「
楯
」
の
異
体
字
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
古
代
の
役
所
で
使
用

さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
記
載
に
リ
ン

ク
し
た
貴
重
な
発
掘
調
査
成
果
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
須
賀 

照
隆
）

　

読
み
書
き
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
い
ろ

は
手
本
や
千
字
文も

ん

、
実
語
教
、
往
来
物

な
ど
が
あ
り
、か
な
文
字
か
ら
漢
字
へ
、

単
語
か
ら
文
章
へ
と
レ
ベ
ル
を
上
げ
て

学
べ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
「
草く

さ
ぞ
う
し

双
紙
」
と
い
う
絵

本
も
学
び
の
書
物
で
し
た
。「
桃
太
郎
」

や
「
さ
る
か
に
合
戦
」
な
ど
今
も
有
名

な
物
語
が
絵
本
と
し
て
流
布
し
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
は
寺
子
屋
で
字
を
覚

え
、
絵
本
を
通
し
て
物
語
を
読
む
楽
し

さ
を
知
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

（
春
日　

瞳
）

「
い
ろ
は
」
の
音お

ん

に
当
て
は
ま
る
漢
字
を

学
べ
る
手
本
（
出
雲
市
所
蔵
）

村名を練習した習字の手本
（出雲市所蔵）

土器に墨書きされた文字（左：「楯」　右：「夲」）
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（TEL） 0853-25-1841
（FAX） 0853-21-6617
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● 入 館 料 / 無 料
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　　　　　　（入館は16：30 まで）
● 休 館 日 / 火曜日
　　　　　　（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始

第46号

　

今
年
は
沖
縄
本
土
復
帰
か
ら
50
年
。

復
帰
の
日
は
５
月
15
日
だ
っ
た
。
通
貨

は
ド
ル
か
ら
円
へ
転
換
さ
れ
、
６
年
後

に
は
車
両
が
左
側
通
行
へ
と
移
行
し
た
。

　

そ
の
１
９
７
２
年
を
遡
る
こ
と
40
年
、

昭
和
７
年
の
こ
の
日
、
首
相
公
邸
に
押

し
入
っ
た
帝
国
海
軍
将
官
が
総
理
大

臣
を
射
殺
す
る
大
事
件
が
勃
発
し
た
。

「
五・一
五
事
件
」
だ
。
撃
た
れ
た
の
は

第
29
代
首
相
・
犬
養
毅（
１
８
５
５
―

１
９
３
２
）。「
木
堂
」
と
号
し
た
。

　

明
治
10（
１
８
７
７
）年
、
ま
だ
慶
應

義
塾
の
学
生
だ
っ
た
犬
養
は
、
九
州
熊

本
に
い
た
。
３
月
に
開
戦
し
た
西
南
戦

争
を
取
材
す
る
郵
便
報
知
新
聞
の
「
戦

争
探
偵
人
」（
記
者
）
と
し
て
田
原
坂

や
吉き

ち
じ
と
う
げ

次
峠
の
戦
い
を
「
戦
地
直
報
」
と

し
て
報
道
し
話
題
を
呼
ん
だ
。

　

１
８
９
０
年
、
彼
は
出
身
地
の
岡
山

か
ら
立
候
補
し
代
議
士
と
な
っ
た
。
日

本
と
中
国
と
の
関
係
に
も
深
い
関
心
を

抱
い
て
い
た
犬
養
は
、
中
国
革
命
の
父
・

孫
文
が
亡
命
し
た
時
に
は
宮
崎
滔と

う
て
ん天

の

福
岡
荒あ

ら
お尾

の
実
家
に
か
く
ま
う
よ
う
手

配
し
た
り
も
し
て
い
る
。

　

能
筆
だ
っ
た
犬
養
の
書
は
岡
山
各
地

に
残
る
。
県
北
の
高た

か
は
し
し
ら
い
き
ゅ
う
じ

梁
市
頼
久
寺
の
国

指
定
名
勝
庭
園
を
望
む
一
室
に
も
「
木

堂
」
の
書
が
掛
っ
て
い
た
。

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

　

犬
養
の
生
家
は
い
ま
も
犬
養
木
堂
記

念
館
と
し
て
岡
山
市
北
区
川
入
に
残
っ

て
い
て
、
彼
の
肉
声
を
聞
く
こ
と
も
で

き
る
。
ち
な
み
に
、
元
国
連
高
等
弁

務
官
の
緒
方
貞
子
や
女
優
の
安
藤
サ
ク

ラ
は
、
犬
養
毅
の
ひ
孫
に
あ
た
る
。

　

木
堂
記
念
館
の
駐
車
場
に
立
つ
と
時

折
、
鋭
い
新
幹
線
の
走
行
音
が
耳
に
飛

び
込
ん
で
く
る
。
目
の
前
を
走
る
高
架

線
路
の
建
設
に
あ
た
っ
て
発
掘
さ
れ
た

の
が
川か

わ
い
り
じ
ょ
う
と
う

入
上
東
遺
跡
。
上
東
式
土
器

と
い
う
吉
備
地
方
の
弥
生
土
器（
後
期
）

の
標
識
遺
跡
だ
。
同
時
期
の
山
陰
の
土

器
と
と
も
に
器
壁
が
き
わ
め
て
薄
い
高

性
能
煮
炊
き
具
だ
っ
た
。
初
め
て
近
畿

の
後
期
弥
生
土
器
を
見
た
時
、
な
ん
と

野
暮
っ
た
い
分
厚
さ
よ
、
と
あ
き
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
。

（
花
谷　

浩
）

インスタグラム
始めました！
見てね～♪

▼
夏
季
企
画
展

　

７
月
23
日（
土
）～
10
月
17
日（
月
）

　
「
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
副
葬
品
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

７
月
23
日（
土
）・
８
月
７
日（
日
）・

　
　

９
月
４
日（
日
）・
10
月
１
日（
土
）

　
　

※
い
ず
れ
も
10
時
か
ら

★
展
示
の
ご
案
内

★
講
座
・
講
演
会
の
ご
案
内

▼
夏
季
企
画
展
関
連
講
演
会

　

９
月
11
日（
日
）14
時
～
16
時

　
「
古
墳
と
神し

ん
せ
ん僊

思
想
」

　
●
講　

師　

加
藤 

一
郎 

氏

（
宮
内
庁
書
陵
部
）

　
●
受
講
料　

無
料

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
関
連
講
演
会

　

８
月
７
日（
日
）14
時
～
16
時

　
「
出
雲
に
残
る
戦
争
の
爪
痕

～
旧
大
社
基
地
を
中
心
に
～
」

　
●
講　

師　

三
原 

一
将
（
当
館
）

　
●
受
講
料　

無
料

　

最
新
情
報
は
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

講
座
の
申
込
に
つ
い
て

定
員
50
名　

当
日
受
付
な
し　

事
前
申
込
必
須（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
）

●
申
込
受
付
時
間 

９
～
17
時

●
必
要
事
項 

氏
名
・
電
話
番
号
・
住
所

※�

講
座
当
日
は
、マ
ス
ク
着
用
、手
指
消
毒
、

体
温
測
定
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

７
月
６
日（
水
）～
10
月
31
日（
月
）

　
「
い
つ
ま
で
も
戦
後
で
あ
り
た
い
２
０
２
２

旧
大
社
基
地
の
調
査
速
報
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

７
月
17
日（
日
）・
８
月
28
日（
日
）・

　
　

９
月
18
日（
日
）・
10
月
16
日（
日
）

　
　

※
い
ず
れ
も
10
時
か
ら

▼
速
報
展

　

好
評
開
催
中
～
９
月
26
日（
月
）

　
「
源
代
遺
跡
の
発
掘
調
査

―
風
土
記
に
記
さ
れ
た
川
の
跡
―
」

釜代１号墳の内行花文鏡
（４世紀）松江市蔵


